
新モンスター「シ・シュンキ」があらわれた！？ 

教務主任    

 

今年も２回目の学校評価アンケートの時期がやってまいりました。いつもご協力ありがとうご

ざいます。お子さんの様子をよく見ていただき、学校教育活動にご理解を示してくださっている

こと、心より感謝します。 

アンケートからは、お子さんへの接し方や子育てに悩まれていらっしゃるご様子も伺うことが

できます。「なかなか言うことを聞いてくれない！」「プリント類を持って帰ってこない」「学校

で必要なものを前日の夜遅くに伝えられる」「学校の話をしてくれない」「そもそも返事さえしな

い」など、保護者の方々のため息が聞こえてくるようです。思春期という段階に入りますので、

高学年になるほどその困り感は強くなるのかもしれません。 

ある心理士さんから、子育てや思春期の捉え方について、こんな話を聞いたことがあります。 

 

●子育てをゲームに例えると… 

【レベル１：ヨチヨチ村】ミルクとオムツを絶え間なく要求される。可愛いが、親の睡眠ゲー

ジがめちゃくちゃ削られる序盤戦。 

【レベル２：イヤイヤ渓谷】食べない！着ない！行かない！の３大魔法を駆使するボスが登

場。気長に待つスキルを習得しないと即ゲームオーバー。 

【レベル３：なんで？なんで？洞窟】なんで？なんで？のエンドレス連打攻撃。豊富な知識と

交わし技が試される。 

【レベル４：友達優先タウン】親より友達！親よりゲーム！親より YouTube！寂しさ耐性を習

得しないと立ち直れない。 

【レベル５：思春期の森】突然現れる反抗期モンスター「シ・シュンキ！」スルースキルと深

呼吸を駆使して進まないと即全滅。 

●思春期は子どもの脳から大人の脳への移行期、つまりアップデート中であるため、バグ（不

具合）が起きやすい。  

●思春期は、人生最大級のホルモンフェスティバル開催中！心のあちこちで、喜・怒・哀・楽

のライブステージが同時開演！爆音ライブ中なので、観客（親）の声はかき消される。 

●思春期の子どもは、幼少期からの延長のお子さんではない。「シ・シュンキ」という新モンス

ターに出会ったと思えばいい。 

●「がんばれ」より「がんばってるね」の方が効果的。 

 

こんなふうに考え方を変えるだけで、少し楽な気持ちになりませんか？ 

思春期特有のイライラムカムカは、脳を爆発させてやる気を高めているときの症状。これは自

立して親から離れようとする意思の表れだそうです。絶対に必要で、とても大切な成長の時期な

のですね。我々大人は、それを大きな気持ちで受け止め、上手に距離をとり、だんだんと手を離

していけたらよいのかなと思います。 

子どもは「信用されている」と思えたときに初めて、自分で歩こうとするのかもしれません。 

「がんばってるね！」の声掛け・・・ちょっとトライしてみてください。 
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